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平成２２年度第１３回庁議 会議録 

 

 

[日 時] 平成２３年３月１５日（火） 午前９時～午前９時１５分 

 

[場 所] 本庁応接会議室 

 

[出席者] 市長、副市長、教育長及び各部局長 

                

 [会次第] 

１ 市長あいさつ 

２ 議  題 

 （１）平成２３年度１０か年実施計画の内示について     （企画部） 

３ 連絡事項  

 

１ 市長あいさつ 

   今週で議会が閉会しますが、議会、予算特別委員会の対応方ご苦労様でした。 

   金曜日からの東北地方の地震、津波の被害に遭われた方に対しまして、心からお見舞い申し 

上げます。 

   本日は、１０か年実施計画の内示をいたしますが、今回の災害対応のために財政の見直し           

や防災対策への取組み等を考えていかないといけないと思っております。 

 

２ 議 事 

（１）平成２３年度１０か年実施計画の内示について      （企画部） 

市長     議事に入る。「平成２３年度１０か年実施計画の内示について」企画部から説明を

お願いする。 

＜企画部長＞        

 お手元に、部局別に「平成２３年度１０か年事業計画部局配分額内示一覧表」と事業実施のうえ

で留意していただきたい事項を示した「留意事項」についてお配りしている。 

 第五次長期総合計画登載事業については、すでに昨年８月に内示しているが、その後の変更協議

分及び平成２３年度当初予算内示を反映させ、平成２３年度分に加え、平成２４年度以降について、

事業費・財源を精査したものである。それぞれの内容については後でお目通しいただき、部局内で

周知していただくようよろしくお願いする。なお、本日庁議終了後、査定内容について、行政評価

システム上で１０か年分開示する。 

平成２３年度から３２年度までの１０か年の事業計画の全体像について、配布している資料に沿
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って説明する。 

 まず、資料「平成２３年度１０か年事業計画部局枠配分額内示集計結果（H23.3.15）」について

は、部局別・年度別の集計結果である。上段が事業費、下段オレンジ色の部分が一財で、１０年間

の合計額は右端である。全体では７０４億２，０２５万４千円となっている。 

 次に、集計結果（比較表）については、要望額及び平成２２年５月内示額と比較したものである。

全体では、一財の要望額７１８億９，８６４万１千円に対し、７０４億２，０２５万４千円の査定

で、１４億７，８３８万７千円の減額としている。また、昨年５月内示との比較では、各部局から

の要望額は１０１億１，４８４万４千円の増額要望となっていたが、査定の結果、１４億     

７，８３８万７千円の減額で、８６億３，６４５万７千円の増額にまで圧縮したということである。 

 次に、この１０か年の事業計画の査定結果を反映させた資料が「平成２３年度 財政計画（平成

２３年度～平成３２年度）」である。１０か年の歳入一般財源総額は水色の網掛け①の右端にある

ように２，９１３億２，２４４万７千円である。一方、１０年間で必要な一般財源総額については、

１０か年の事業計画に、経常経費、単独枠配分事業費及び平成２４年度以降の補助金の事業費を加

えたもので、２，９３５億４，４７０万円となり、１０年間では差引き２２億円余りの歳出超過と

なっている。 

第五次長期総合計画の前期５か年、平成２７年度までは収支は整っているが、歳入面では、地方

財政計画において基準財政需要額の充実が図られている平成２３年度の地方交付税見込みを、その

まま２４年度以降も据え置いた計画としており、また、財政調整基金及び減債基金の全額を取り崩

すことを前提としていること、さらに今回の事業計画には、アセットマネジメントに係る経費など

は入っていないことなどから、歳出については、さらに圧縮を図っていく必要がある。今後、一括

交付金や地方財政対策の状況等によっては、部局枠配分額の大幅な縮減が必要となる可能性もあり、

平成２４年度当初予算編成に向けて、事業そのものの取捨選択が必要になる場合もあると考えてい

る。 

市長     １０か年実施計画を内示したが、今回の地震、津波による被害対応のため、国の交

付税等の見直しがあり、事業の取捨選択も含め、再検討する必要がでてくると思うが、

よろしくお願いする。 

       何かあるか。なければ、これをもって、平成２３年度から平成３２年度までの１０

年間の今日現在の内示とする。 

 

３ 連絡事項  

市長     連絡事項に移る。何かあるか。 

防災安全課長 昨日の夜、宇和島市が仙台市へ支援物資を姉妹提携の関係で送ることについて、詳

細が確定したので報告する。 

本日正午、宇和島市から１０トントラックが出発する。新居浜市へは、今のところ 

１４時３０分に到着する予定で、途中の細かい経過については、私とトラックの運転     

手と携帯電話のやりとりで調整していく。 
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 物品であるが、毛布を２００枚、段ボール製の組み立て式簡易トイレを５０個、こ

れに併せてトイレ用の処理セット２０回分１箱を２００箱、飲料水については、２リ

ットル入りのペットボトル５０４本、箱にすると８４箱となる。昨日、急遽、仙台市

より特に要望があり、乾燥米飯、いわゆるアルファ米を５００食追加した。以上の物

品を本日、午後２時３０分、備蓄倉庫から宇和島市が派遣するトラックに直接積みこ

ませていただく段取りとなっている。 

 市民の方への情報提供については、防災安全課のホームページへ逐次、追加してい

る。市民の方からの問い合わせが続いているが、全職員向けのポータルサイトに対応

マニュアルを載せているので、特に、市民部や福祉部で問合せがあれば、これに基づ

いてお答えしていただければと思っているので、確認していただきたい。 

市長     ニュースにも飲料水が足りないということが出ているので、我々も何とか届けたい

という気持ちがある。公の機関とか企業や団体がまとまった量を直接送るという方法

以外には、被災地の受入れ体制が整っていないことから、個人の物資の受付はしてい

ない。これは県内自治体全て統一をしているので、そのあたりもホームページやポー

タルで説明をしておくようお願いする。また、職員のボランティアの派遣については、

人事課から意向確認を行うようお願いする。 

他に何かあるか。 

企画部長   マスコミ各社からの要望であるが、マスコミ報道対応ということで、今回の新居浜

市の支援についての情報提供については、その都度、なるべく早目にお願いしたいと

いうことなので、対応を願いする。 

市長     市民に対するケーブルテレビ等を通じた広報は有効であると思うのでよろしくお

願いする。 

 これで、第１３回庁議を終了する。 


